1-5. 寄生虫感染におけるレアギン型抗球体の産生について(昭和46年度(1971)千葉大学医学部公開講座抄録集) by 小島,荘明
462 昭和 46年度 (1972)千葉大学医学部公開講座抄録集
ト3. 臓器移植の現況と組織適合性試験について
岩崎洋治(二外) 
現在までに腎移植例は約 6000例に達し，その成績も
年々改善されている。そのほか，心，肝，醇ならびに骨
髄の移植が数多く報告されるようになった。 
これら臓器移植の成績を紹介し，拒絶反応の臨床像を 
4型にわけで腎移植症例の経過で示した。このほか臓器
移植のかかえる多くの課題のなかで最も重要な組織適合
性試験の現況について，特に HL-A系を中心に述べ
た。組織適合性試験としては白血球抗原の型別 (HL-A
系)， リンパ球混合培養などが一般に行なわれ， HL-A 
系に関してはここ数年間でかなり詳しく分類され得るよ
うになった。 しかし臓器の移植成績と HL-A系の適
合，不適合の関係については必ずしも一致していない。 
HL-A系のもつ今後の問題点について解説した。 
1-4. 感作病
岡林 篤(二病)
感染・感作に底流する基本的な生体の応答，系統免疫
反応，の遷延性抗原刺激によるゆすぶりの実験におい
て，演者は種々の感作病をウサギならびにマウスに発生
せしめることができた。感作病の星座はつぎのように概
観される。早期の過敏性炎症，中期の骨髄線維症症候群
とパンチ症候群，後期の SLEを含む結合組織ないし自
己免疫病。これに immunocytesの dysplasticprolif-
erationsがつづく。
遷延感作の後期に稀れならず相伴って発生する fol-
licular LE phenomenon-inducing or follicular dys-
plastic monotonous immunocyte proliferationsは， 
thymusdependent systemにおけるリンパ球の減退に
よる調節機能の障害に基づくもので，基本的には同ーと
もいうべき失調と考えられる。遷延感作にさいして自己
免疫に責めありとされる post-hyperergic dedifferen・
tiation of antibody-forming organs (Okabayashi 
1964)の本態がここに明らかにされたといっては過言で 
あろうか。
ト5. 寄生虫感染におけるレアギン型抗球体の産生
について
小島荘明(寄生虫学)
アレルギー性疾患のみならず，ある種の嬬虫感染の場
合にも， レアギン型抗体が産生されることはよく知られ
ているが，寄生嬬虫症における本抗体産生の動態，機序
ならびにその生物学的，病理学的意義に関しては，必ら
ずしも明らかではない。最近演者らは，肝吸虫あるいは
日本住血吸虫感染のウサギおよび大平肺吸虫感染のラッ
トの血清中に， レアギン型抗体が比較的長期にわたり，
かっ高い titerで産生されることを明らかにした。しか
し，成虫組抗原自身には本抗体産生の能力がなかった。
さらに，日本住血吸虫症ならびに鈎虫症患者について，
血清 IgE値を測定したところ，大半が高濃度を示し，前
者の平均値は正常平均値の約4倍 (1，204ujml) ，後者
のそれは約 2倍 (572ujml)であった。しかも鈎虫症で
は，血清 IgE値と寄生虫体数との聞に一定の相関はみら 
れなかった。以上の事実は， r生きた」寄生虫の感染が
本抗体産生の調節機構になんらかの干渉をもつことを示 
唆するものであろう。 
2. カドミウム汚染をめぐる諸問題
一野田市における事例を中心としてー 司会z 吉田 亮(公衆衛生)
カドミウム汚染は，富山県神通川流域や群馬県安中地
域等のみの局地的問題でなく，今や全国的な問題となり
つつある。本県もその例外とはなりえず，昭和 45年 7
月，野田市トピー精工から排出基準0.1ppmを上回るカ
ドミウムの排出があることが判明し，地域住民に大きな
不安を与えることとなった。長井が述べたような次第
で， 12月より約 6カ月を要して一応の人体影響調査が終
了した。
さて，この問題を医学部会開講座にとり上げた趣旨
は，第 lにカドミウム汚染ということが他地方のもので
なく，身近なところにも発生したという事実をまず学内
で認識してほしいこと，第 2に世界的な規模に発展しつ
つある京葉工業地帯では，重金属汚染もまた他の公害と
同じく突然発生しうる可能性が強いが，その先例のひと
つとして，今回の問題を十分に検討しておくことが必要
であること，第 3に重金属汚染に対する医学的対応内容
の検討が必要であり，さらに医学のどの領域の研究をよ
り充実させることが，地域住民の健康を保証するために
必要なのかを顧みることが大切である等々にある。
長井が本事件の概要を述べたあと，萩原によるカドミ
ウムの毒作用についての解説があり，さらに福永は実際
に住民健診を行なった経験をのベ，東条はカドミウムに
